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前
期
試
験
を
終
え
る
と
待

ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
く

る
。
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
サ
ー
ク

ル
の
合
宿
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
諸
君
も
多
い
こ
と
と
思

う
。
ま
た
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
国
内
や
海
外
へ
の
旅
行

を
計
画
し
て
い
る
諸
君
も
少

な
く
な
い
と
思
う
。
大
学
生

の
特
権
と
も
い
え
る
長
期
の

休
暇
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

海
や
山
に
出
か
け
る
際
に

は
天
候
の
変
化
に
注
意
し
、

決
し
て
無
理
な
行
動
を
と
ら

な
い
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

最
近
は
思
わ
ぬ
天
候
の
変
化

に
よ
り
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
竜

巻
な
ど
の
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
も
増
え
て
い
る

よ
う
だ
。

こ
の
夏
も
昨
年
と
同
様
、

節
電
の
た
め
冷
房
が
控
え
め

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
場
所
も

多
い
。
屋
内
、
屋
外
を
問
わ

ず
、
早
め
に
水
分
を
補
給
す

る
な
ど
し
て
熱
中
症
に
か
か

ら
ぬ
よ
う
注
意
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
と
く
に
海
外
に
渡

航
す
る
際
に
は
、
大
麻
や
違

法
薬
物
等
に
か
ら
む
事
件
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
分
別

あ
る
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

震
災
復
興
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
学
生
諸

君
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
必
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

保
険
に
加
入
し
健
康
管
理
に

十
分
注
意
し
た
う
え
で
現
地

の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る
活
動

を
す
る
よ
う
努
め
て
ほ
し

い
。な

お
、
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
や
学
生
生
活
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
し
て
夏
期
休
暇

中
の
事
件
・
事
故
防
止
を
呼

び
掛
け
て
い
る
の
で
、
ご
一

読
い
た
だ
き
た
い
。

さ
び
し
さ
、
人
と
一
緒

に
い
て
も
感
じ
る
孤
独
、

居
場
所
の
な
さ
、
何
か
満

た
さ
れ
な
い
感
じ
、
わ
け

も
わ
か
ら
な
い

不
安
や
焦
り
、

世
の
中
へ
の
疑

問
、
不
満
、
周

囲
の
人
た
ち
へ

の
反
発
や
不
信

感
、罪
悪
感
…
。

こ
う
い
う
気
持

ち
は
、
誰
も
が

心
の
深
い
と
こ

ろ
で
感
じ
る
こ

と
が
あ
る
も
の

で
す
が
、
親
し

い
相
手
に
も
打

ち
明
け
に
く
い

も
の
で
す
。
破

壊
的
カ
ル

ト

は
、
私
た
ち
が
ひ
そ
か
に

抱
い
て
い
る
こ
う
し
た
気

持
ち
に
つ
け
こ
ん
で
、
あ

の
手
こ
の
手
で
勧
誘
し
て

き
ま
す
。

毎
年
、
全
国
の
大
学

で
、
多
く
の
大
学
生
（
特

に
新
入
生
）
が
、
サ
ー
ク

ル
、
研
究
会
な
ど
を
装
っ

た
破
壊
的
カ
ル
ト
に
勧
誘

さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
こ
ん
な
誘
わ
れ
方
を

し
た
ら
要
注
意
で
す
！

●
１
人
で
い
る
時
に
話
し

か
け
ら
れ
る
。

●
話
を
聞
い
て
く
れ
る
、

褒
め
て
く
れ
る
、
食
事
を

さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

る
な
ど
、
今
ま
で
の
人
間

関
係
で
は
経
験
が
な
い
く

ら
い
よ
く
し
て
く
れ
る
。

●
そ
の
団
体
が
何
を
し
て

い
る
の
か
、
結
局
よ
く
わ

か
ら
な
い
。

●
知
り
あ
っ
て
間
も
な

く
、
今
の
時
代
や
社
会
の

問
題
、
生
き
が
い
や
幸
せ

な
ど
、
普
通
は
あ
ま
り
し

な
い
よ
う
な
「
深
い
」
話

題
が
出
る
。
ま
た
、
ビ
デ

オ
に
よ
る
講
義
や
泊
ま
り

が
け
の
合
宿
に
誘
わ
れ
た

り
す
る
。

怪
し
い
と
気
づ
か
な
い

ま
ま
興
味
を
持
っ
て
し
ま

う
と
、
家
族
の
問
題
や
病

気
な
ど
の
話
で
不
安
に
さ

せ
て
入
会
や
献
金
な
ど
を

強
く
勧
め
て
き
た
り
、
考

え
る
時
間
を
与
え
ず
す
ぐ

に
入
会
を
決
め
る
よ
う
、

何
人
も
の
人
で
取
り
囲
ん

で
長
時
間
説
得
し
た
り
し

て
き
ま
す
。少
し
で
も「
あ

れ
？
」
と
思
っ
た
ら
、
迷

わ
ず
す
ぐ
に
、
家
族
や
友

達
、
学
生
相
談
室
な
ど
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
学
生
相
談
室
・
浅
原
知

恵
）

〈
経
営
学
部
〉

第
７
回
高
校
生
の
た
め
の
経

営
学
実
践
講
座
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
体
験
し
よ
う
！
」

「
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
」
を
展

開
す
る
㈱
モ
ス
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
の
協
力
で
、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
ア
イ
デ
ア
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
催
。
参
加
費
無

料
。
モ
ス
ラ
ン
チ
付
き
。

▽
日
時
∥
８
月
７
日
（
火
）

１０
時
３０
分
～
１６
時
▽
場
所
∥

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
１
０
３
１

５
教
室
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

□申
・


経
営
学
部
「
公
開

講
座
」
係
☎
０
４
４
（
９
１

１
）
１
２
５
６

〈
学
生
相
談
室
〉

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕

方
を
学
ぶ
―
対
人
関
係
理
解

の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
―

▽
日
程
∥
８
月
８
日
（
水
）、

９
日
（
木
）
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
（
通
い
）
▽
参

加
費
∥
６
０
０
円

よ
り
良
き
自
己
表
現
を
学
ぶ

―
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
―

▽
日
程
∥
９
月
１２
日
（
水
）、

１３
日
（
木
）
▽
場
所
∥
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
（
通
い
）
▽
参

加
費
∥
６
０
０
円

エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー

プ
―
人
間
関
係
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
―

▽
日
程
∥
９
月
１７
日
（
月
・

祝
）
～
１９
日
（
水
）
▽
場
所

∥
軽
井
沢
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
２
泊
３
日
）
▽
参
加
費
∥

８
５
０
０
円
※
詳
細
は
募
集

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
。
問
い
合

わ
せ
先
は
学
生
相
談
室
（
生

田
・
神
田
）。

初夏の日差しが、少しずつ真夏に

向けた準備をしている。一日一日の

わずかな変化にはなかなか気づきに

くいのだが、季節は確実に移ってい

る。

同じ季節は再びめぐり来るだろう

けれども、同じ時間は二度と戻って

こない。ドブに捨てるような時間の

使い方はモッタイナイのではないだ

ろうか。

大学での勉強は、これからの人生

と社会活動のための知的な基礎作りだ

ろう。専門知識やガッツが必要なのは

言うまでもないのだが、知的活動を支

える基礎が、いわゆるコミュニケーシ

ョン能力である。

そう言うと、すぐにテクニカルな面

ばかりを思い描きがちなのだが、目先

の技術ばかりを工夫しても、そんなも

のはすぐに役立たなくなる。むしろ相

撲で「三年稽古」と言うような、じっ

くりと時間をかけた「足腰の強化」

という土台を構築しておくかどうか

が、その後の人生と社会の活動を支

える最も重要な課題である。

「三年稽古」の具体策については、

それぞれの科目の先生にお任せする

として、外国語の基礎の基礎となる

注意を一言。そもそも「言葉」とは、

単なる「知識」では終わらず、それ

をどのように「運用」するのかが不

可欠である。（運用としての「声を

出す」ための身体的「構え」の具体に

ついては、ＬＬ研究室のホームページ

から、本稿のロング・ヴァージョンの

続きをお読みいただきたい）

＊全文はＬＬ研究室ホームページで

第
４６
回
黒
門
祭
が
６
月
２９

日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
３

日
間
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

が
行
わ
れ
た
。

連
合
県
人
会
主
催
の
第
４６

回
川
島
正
次
郎
杯
争
奪
野
球

大
会
（
実
行
委
員
長
∥
中
島

広
人
さ
ん
・
商
４
）
が
５
月

か
ら
５６
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱

戦
を
繰
り
広
げ
た
。
７
月
５

日
、
川
崎
市
高
津
区
の
宇
奈

根
第
一
球
場
で
行
わ
れ
た
決

勝
戦
で
は
、L

i
n
e
s

が
４

対
１
で
夢
島
組
を
下
し
優
勝

を
飾
っ
た
∥
写
真
。

学
生
部
長阿

藤

正
道

●夏休みを有意義に●●夏休みを有意義に●

「悪い」宗教（破壊的カルト）に気をつけて！

早目の水分補給
熱中症対策に万全を

「
声
を
出
す
」た
め
に

寺尾 格
経済学部教授
ＬＬ研究室長

ドイツ語

ー●１０●ー

島

杯

川

▲ 写真研究会

祭

門

黒

（ネット情報２）
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